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◦この「議会だより」は、再生紙を使用しております。

　

い
ま
国
政
の
大
き
な
焦
点
と
な
っ
て
い

る
問
題
が
あ
り
ま
す
。
安
全
保
障
関
連
法

案
に
つ
い
て
、
共
同
通
信
社
が
５
月
30
、

31
日
に
行
っ
た
世
論
調
査
で
、「
説
明
不

足
」
と
感
じ
て
い
る
国
民
が
81
・
４
％
に

達
し
た
と
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

　

６
月
４
日
の
衆
議
院
の
憲
法
審
査
会
で
、

与
党
の
推
薦
を
含
む
参
考
人
招
致
さ
れ
た

憲
法
学
者
３
人
が
、
集
団
的
自
衛
権
を
行

使
可
能
に
す
る
新
た
な
安
全
保
障
関
連
法

案
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
「
憲
法
違
反
」

と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

　

憲
法
98
条
に
「
こ
の
憲
法
は
、
国
の
最

高
法
規
で
あ
つ
て
、
そ
の
条
規
に
反
す
る

法
律
、
命
令
、
詔
勅
及
び
国
務
に
関
す
る

そ
の
他
の
行
為
の
全
部
又
は
一
部
は
、
そ

の
効
力
を
有
し
な
い
。」
と
あ
り
、
99
条

に
は
、「
天
皇
又
は
摂
政
及
び
国
務
大
臣
、

国
会
議
員
、
裁
判
官
そ
の
他
の
公
務
員
は
、

こ
の
憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す
る
義
務
を
負

ふ
。」
と
続
け
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す

か
。　
　
　
　
　
　
　
（
佐
久
間　

久
良
）

　

市
議
会
は
、
年
４
回
定
例
会
を
開
き
ま
す
。

（
２
月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
）

　

議
会
だ
よ
り
は
、
各
定
例
会
の
審
議
内
容

や
一
般
質
問
の
内
容
等
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
一
般
質
問
の
内
容
等
す

べ
て
を
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
役
所
庁
舎
１
階
行

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
及
び
図
書
室
（
保
健
文
化

セ
ン
タ
ー
２
階
・
中
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
・
白
里
公
民
館
）
で
会
議
録
を
お
読

み
く
だ
さ
い
。

  

編
集
後
記

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
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小
金
井　
　

勉

副
委
員
長　

佐
久
間　

久
良
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石
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前
之
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孝
光
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加
藤
岡　

美
佐
子

議
会
事
務
局　

℡
（
70
）
０
３
９
０

議
会
日
誌

議会を傍聴
しませんか

　手続きは簡単です。
　本会議の開会当日、傍聴券に住
所・氏名を書いていただくだけです。

【本会議の傍聴席は
　　30席です　　】

　また、委員会の傍聴の申込みは、
当日開会時刻の30分前から10分前
までとなります。
　どちらも、本庁舎３階議会事務
局にて受け付けております。
　次の定例会は、９月２日（水）
に開会される予定です。

　
平
成
27
年
　【
６
月
】

２
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
改
革
推
進
協
議
会

９
日　

第
２
回
定
例
市
議
会
開
会

12
日　

市
議
会
第
２
回
定
例
会
（
一
般
質
問
）

15
日　

市
議
会
第
２
回
定
例
会
（
一
般
質
問
）

16
日　

市
議
会
第
２
回
定
例
会
（
一
般
質
問
）

19
日　

議
案
質
疑
、
委
員
会
付
託

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

22
日　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会　

　
　
　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

29
日　

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　
　
　

市
議
会
第
２
回
定
例
会
閉
会

　
　
　
　
　
　【
７
月
】

３
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

６
日　

議
会
改
革
推
進
協
議
会

８
日　

第
51
回
山
武
郡
市
議
会
議
員
研
修
会

10
日　

総
務
常
任
委
員
会

23
日　

山
武
郡
市
議
会
議
長
会
正
副
議
長

　

～　
24
日　

視
察
研
修
会
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

28
日　

大
網
白
里
市
議
会
議
員
視
察
研
修

　

～
29
日　
（
徳
島
県
勝
浦
郡
上
勝
町
、吉
野
川
市
）

「議会だより」について
皆様のご意見、ご感想をお寄せください。
議会事務局　☎（70）0390　FAX（72）9168

E-mail:gikai@city.oamishirasato.lg.jp

平成27年　市議会第２回定例会　採決結果一覧

※結果欄の意味は次のとおりです。「○」＝賛成　　「×」＝反対　　「欠」＝欠席　　「認」＝認定
　「可」＝可決　　「承」＝承認　　「同」＝同意　　「否」＝否決　　「棄」＝棄権　「不」＝議決不要
※議長（花澤房義議員）は採決に加わりません。　※件名は一部省略している場合があります。
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成議案
番号 件　　　　　　　　　　　名
1 専決処分の承認を求めることについて（大網白里市市税条例等の一部を改正する条例） 承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 17
2 平成27年度大網白里市一般会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 18
3 大網白里市国民健康保険税条例等の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × 　 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 13
4 大網白里市重度心身障害者の医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 　 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 14

5 大網白里市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例の制
定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 18

諮問 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 承 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17
発議案第１号 国における平成28年度教育予算拡充に関する意見書の提出について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 18
発議案第２号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書の提出について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 18
発議案第３号 平和安全法制の慎重な審議を求める意見書の提出について 否 × × ○ × ○ × × ○ × ○ ○ ○ × ○ × × ○ × 8
発議案第４号 過大投票区の解消に関する要請決議について 否 × × × × ○ × × × × ○ × × × ○ × × ○ × 4
発議案第５号 予算編成過程の見える化に関する要請決議について 否 × × × × ○ × × × × ○ × × × ○ × × ○ × 4
発議案第６号 市内小中学校全教室へのエアコンの設置に関する要請決議について 否 × × × × ○ × × ○ × ○ × × × ○ × × ○ × 5
発議案第７号 小高教育長の辞任を要請する決議について 否 × × × × ○ × × × × × × × × × × × ○ × 2

発議案第８号
重度心身障害者（児）医療費助成制度の改正の内、自己負担金の新たな導入、
及び65歳以上で新たに重度障害者となった方を助成の対象外とすること等は施
行を見送るべきことを要請する決議について

不 －

発議案第9号 駅前公衆トイレの改修に約４千万円の税金を投入することには経済合理性がな
いので即刻工事を中止すべきことを要請する決議について 否 × × × × ○ × × × × × × × × × × × ○ × 2

山
田 

繁
子
　
議
員

「
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
」

問　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
本
市
に
お
け
る
多
文

化
共
生
推
進
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
う

か
が
い
ま
す
。

　

私
は
、
一
昨
年
の
第
二
回
定
例
会
に
お

き
ま
し
て
、
総
務
省
の
指
針
に
基
づ
い
た

大
網
白
里
市
の
外
国
籍
住
民
の
施
策
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
初
め
て
質
問

致
し
ま
し
た
。現
在
、当
市
に
は
人
口
１
％

を
超
え
る
６
１
１
人
の
外
国
人
住
民
が
生

活
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
平
成
32
年
に
開

催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
、
多
く
の
外
国
人
の
方
々
が

関
東
近
辺
に
滞
在
さ
れ
た
り
観
光
さ
れ
た

り
し
ま
す
。
千
葉
県
も
色
々
と
対
策
さ
れ

て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
本
市
に
お

け
る
多
文
化
共
生
推
進
へ
の
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
で
あ
る
か
、
ま
た
、

災
害
か
ら
外
国
人
の
命
を
守
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
多
言
語
に
よ
る
防
災
マ
ッ
プ
の

作
成
を
関
係
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
の

取
り
組
み
を
要
望
し
ま
し
た
。

答　

今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
プ

ラ
ン
策
定
後
身
近
な
事
か
ら
実
施
予
定
。

◦
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
多
言
語
で
の
翻
訳

機
能
を
設
定
・
市
内
在
住
外
国
人
対
象

に
日
本
語
講
座
（
公
民
館
講
座
）
開
設
。

◦
ゴ
ミ
の
出
し
方
の
英
字
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

◦
災
害
時
の
避
難
所
施
設
等
の
案
内
看
板

の
多
言
語
表
記
な
ど
想
定
し
、
基
本
は

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

津
波
対
策
に
つ
い
て
。

　

津
波
避
難
道
路
の
指
定
は
い
つ
決
定
か
。

夜
間
の
避
難
場
所
へ
の
誘
導
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。
新
た
な
津
波
避
難
施
設
の

計
画
は
い
つ
頃
決
定
す
る
の
か
。

答　

津
波
避
難
計
画
案
の
も
と
、
今
後
は

地
元
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

通
じ
て
市
民
の
皆
様
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
関
係
機
関
等
と
の
協
議
を
し
取
り
組
む
。

問　

市
役
所
本
庁
舎
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
考
え
て
い
か
れ
る
の
か
。

答　

現
在
、
公
共
施
設
総
合
計
画
を
策
定

し
て
い
く
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　

そ
の
他
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
質
問
。市役所本庁舎にエレベーターの設置を


